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例

l-1 . 本報告書は、市内遺跡群発掘調査事業として、下高野字新山551-1外に所在する下高野新山

遺跡、村上字西山 881-45外に所在する西山遺跡、萱田字菅地442に所在する菅地ノ台遺跡に

ついて報告した。

2. 本事業は、国庫補助事業及ぴ県費補助事業として発掘調査を実施した。

3. 発掘調査は、平成元年 9月1日～同年11月4Bまで、整理作業は、平成元年11月13B-同年

11月22日の期間をもって実施した。

4. 発掘調査及ぴ報告書作成は、森竜哉が担当した。

5. 本書の執筆、遺構及び遺物写真の撮影は森が行なった。

6. 遺構、遺物の縮尺は、下記のとおりとした。

住居跡（あ） 掘立柱遺構（あ） ピット（命） カマド（あ及ぴ命） 遺物（合）

7. 遺構内及び遺物のスクリーントーン等については下記のとおりとした。

遺構 床硬化範囲 〔一点〗、線〕

遺物 煤
[・.... I 
. . . . . 
f-: 心：ー：•訟-:心・:-:-:,:-:-:-:-:,:-:-!

赤彩
1---.------・--------.-.-.-.---.-.-•.• -.-.-.-』

カマド袖部分炉 冒
須恵器・センイを含むもの
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第 1章調査に至る経過（第 1図）

下晶野新山遺跡は、平成元年 5月に医療法人心和会八千代病院理事長茄井元古氏より施設を増

設のため下高野字新山 551-1及び551-2番地の 2,895m'について文化財の所在の有無にかか

る照会が提出された。これを受けて市教委では、現地踏査を実施した。当該地は、栗畑及び荒蕪

地となっており現時点においては、遺物の散布状況も不明であるが、隣接地の 553番地において

は、前年度国庫補助事業として発掘調査を実施し遺構の確認もしている事から、埋蔵文化財につ

いて遺跡が所在する旨回答した。その後口ご者協議により計画変更がむずかしいといった経緯から

発掘調査の準備を進めた。照会地については、全域確認調査の必要性があり、当該地の下草刈り

及び方眼測量を協力依頼した。その他か諸準備が整い、平成元年 9月1日～同年 9月13Bに亘っ

て確認調査を実施した。（分布地図No.92) (注 1)

西山遺跡は、平成元年 7月に加藤三守氏より店舗建設のため村上字西山 881-45外にかかる、

3,284面について文化財の所在の有無にかかる照会が提出された。これを受けて市教委では、現

地踏査を行なった。照会地の現況は、竹林を伐採した後であり、全面積の約半分については、 l 

m以上の削平を受けている状況であった。当該地については、西山遺跡として周知の遺跡であり

土師器の出土も見られる点を考慮し県文化課に副中した。県現地踏査によって削平を受けていな

い1,400m刈こついて遺跡が所在する旨を確認し、県回答書を待って、加藤氏に回答した。その後

三者協議により設計変更がむずかしいとの事から確認調査を計画することとなった。諸準備が整

ったので、平成元年 9月16R -同年 9月25日に亘って確認調査を実施した。（分布地図No.196)

菅地ノ台遺跡は、廿ij年度長岡長忙氏より当該地を農業用地として造成したいという経緯から全

域の確認調査及び確認した遺構の内住居跡 2軒について一部本調査を行なった。（注 2) 本年度

は、対象f定地の北側部分における 875m刈こついて本調査を実施することとなった。調査に先行

して平成元年 9月12日～詞年 9月18!::Iにかけて重機による表土糾ぎを行なった。調査は、平成元

年 9月26日～同年11月4Bに亘って実施した。 （分布地図No.179)

以上三遺跡が国庫補助事業の対象となり得るか県教育斤文化課に問い合わせ内諾を受けたのち

各々について協議を進めた。

注 1・2 1989年 3月 八千代市教育委員会 千葉県八千代市市内遺跡群発掘調査報告
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第2章各遺跡の概要

第 1節 下高野新山遺跡の概要（第 1-5図 図版 I)

遺跡の立地本遺跡は、東流する高野川北岸に至る谷津の最奥部の台地上に位置し、標高約24

mを測る。前年度の隣接調査地区では、ピット 5日、住居跡 l軒を確認している。この内、ピッ

ト2日については、平成元年 4月に本調査を実施している。

調査の方法と経過 今回の調査地区は、収穫前の栗畑と荒蕪地だったため、前者については、

任意にトレンチを設定し、後者は、業者が保持している甚準点測鼠から、 トレンチを設定した。

トレンチは、 2X4mを基本とした。経過は、 9月1日-13日トレンチ掘り下げ、 9月8B -13 

日セクション図等図面類作成、 12-13日遺構確認トレンチ拡張及び調査、 13B現場撤収作業。

調査の概要遺構は I 4 13グリッドより黒褐色土を主体とする楕円形状のピット、 J4-6 

グリッドより黒褐色土を主体とする長方形状のピットを確認した。遺物は、 K2-7グリッドで

30点程度出土しているが他のグリッドでは 0-10点程度と密度はうすい。以下、検出遺構と出土

遺物について記す。 I 4 -13グリッド検出のピットは、長径70cmX短径45cmの楕円状を呈する。

楕円状プランの内側に円形状に更に掘りこんでいる。深さは、 22cm程度である。遺物は、確認さ

れなかった。 J4 -6グリッド検出遺構は、 l.3mXl.4mの略円形状を呈する。底面は 2段にな

っており段差は 5cm程度である。深さは65cmを測る。遺物は確認されなかった。今回出土した遺

物は、 1 -3が貝殻条痕文系の破片で、 4-7が中期前半の角押文を施こす一群である。遺物は
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第2図位置図 八千代市都市図より転載加筆
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第3図 グリッド配置図
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第4図遺物実測図
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1. 黒褐色土 ローム粒少量含む。炭化粒少塁含む。し
まっている。

2暗褐色土 黒色土粒少競含む。下層においてローム

プロノクを含む。枯性ありしまっている。
3賭褐色土 ローム粒黒色土粒混合層しまっている。

8
 

1黒褐色土 ローム粒黒色土粒混合層ローム枯斑点状に含む。
2, 黒褐色土 2 ~ 3"のロームブロノク全体的に含む。 1層に類似。
3暗褐色七 ローム粒黒色土粒混合層、粘性あり、しまっている。
4, 暗褐色土 3層に類似するが若干ローム粒の割合が多い。粘件あり。しまっ

ている。

5暗褐色土 黒色一十粒、ローム粒混合層 2層に類似する。ローム粒の割合若干
多い。

u音褐色土 黒色ナ粒、ローム粒混合層少覇炭化物を含む、粘性ありしまって
いる。

7暗褐色土 黒色土粒、ローム粒混合層、粘性あり非常にしまっている。
8褐色土 ローム粒を主体とするも部分的にロームプロノクを含む。
9暗褐色土 ローム粒黒色土粒混合層ローム粒斑点状に含む粘性ありしまって

いる。

IO暗褐色土 9層に類似する。若干ローム粒の割合が多いC

第5図遺構平面図

0 50cm 
I I I 
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第2節 西山遺跡の概要（第 I・6-8図、図版 2)

遺跡の立地 本遺跡は、北流する新川東岸に至る谷津の最奥部に位岡し、標高約26mの台地上

に所在する。同台地上には、現在村上団地となっているが、奈良• 平安時代集落跡として著名な

村上遺跡群が所在する。

調査の方法と経過 トレンチの設定は、調査区域内を網羅するように、任意の南北、東西方向

に10m間隔で方眼杭を設定し、その方眼上に10m間隔に 2X4mのトレンチを作成した。 トレン

チ呼称は便宜的にA、B、C…とした。また輻 2m程度の狭長な残存部分は 1トレンチとした。

経過は、 9月16日器材搬入、調査区設定、 9月18日-25日トレンチ掘り下げ、 22Bセクション図

作成、 25日午後現場撤収により終了した。

調査の概要 今回確認した遺構は、古墳時代住居跡 1軒、平安時代住居跡 2軒、時期不明住居

跡3軒、ピット 3日である。この内 1トレンチと Bトレンチで確認した平安時代住居跡には、炭

化物がフク土中に合まれ火災住居としての可能性も考えられる。確認面は、全てソフトローム上

面で行った。掘り込み層は、竹林伐採時において表士を削平しているため不明である。基本層序

は、 Nトレンチにおいて I層表土層、 II層黒褐色土、 III層褐色土、 N層暗褐色土、 V層ソフトロ

ーム漸移層、 VI層ソフトローム層となる。出上遺物は、小破片のみであるが、古墳時代前期のも

のと平安時代の土師器、須恵器が多い。ここでは、ロクロ使用の土師器及び古墳時代前期の台付

第6図 位置図八千代市都巾図より転載加筆(S= 1 : 2,500) 第8図遺物実測図
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第 3節 菅地ノ台遺跡の概要

調査経過と概要 今凹本調森対象の遺構は、住居跡 8軒、掘立柱遺構 3棟で平成元年 9月26日

～同年11月4[3に亘って調査を実施した。 9月26日現場設営、 27日-29Hプラン確認作業、 29日

-10月4日遺構トレンチ掘り、 10月5日より 3-5·8 号住掘り下げ、 16 日より 6·7•9·10

号住掘リドげ、その間10月9A -27日3-5・8号住遺物取り上げ、平面図作成等実測、 10月20

日-11月1H6・7・9・10号仕遺物取りLげ等実測図作成を行う。また掘立柱遺構については

10月141::fより柱痕確認、作業を経て半載後セクション図作成、 11月2日にかけて全掘、平面図作成

を行う。カマドについては、 10月30日-11月4Elにかけて 4・10号住の 2基について行った。 11

月4clに、遺跡内清掃後、遺構令景撮影、現場撤収作業をもって終了した。以下各遺構について

概嬰を記す。

2
 

A2-9 82-1 

5号住

B3-1 

｀ 
，d号住I

0 10M 
I I I 

第9図遺構配置図 第10図 位置図 八千代市都市図より転載加筆）
S = 1 : 2. 500 
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(1) 3号住の調査概要（第 1・11・12図 図版3・7)

本跡は、 AZ-11グリッドを中心に位置する。規模は、 5.2m X 4.2 mの隅丸長方形プランを

呈する。遺構の遺存状態は良好である。覆土は、黒褐色土を基調とする自然埋没である。なお主

軸方位は、 N-54°-Eである。床面までの深さは、 54cm程度で、ハードロームを若千掘り下げた

位置になる。地床と考える。床は全体的にしまっているが一部南東コーナ一部分に軟弱な箇所が

見られた。また遺構中央部分の炉の南側では、ハードロームが虫くい状にわずかにくぽめられて

いた。範囲は 2m四方である。壁の立ちあがりは、ほぼ直立ぎみになっている。柱穴は、主柱穴

が4口、副柱穴が2口確認された。前者の深さは、ーロのみ30cmで他は60-70cmを測る。大きさ

は40-50cm程度である。各柱穴とも立ちぐされの状況は見られなかった。貯蔵穴と考えられる落

ち込みは、南壁中央の副柱穴脇に確認している。規模は40X50cmの長方形プランで深さは20cmを

測る。覆土は、暗褐色土（黒色土粒、ローム粒混入）で、脇の副柱穴と類似する層である。炉は

北側の 2日を結ぶ線上中央にその中心部分が位置する。覆土は、黒褐色土（焼土粒、 2 - 3 mm大

焼土ブロック全体的に含む。）で、皿状にほりくぼめられた底面は、ハードロームが、赤色化して

いる状況であった。

遺物は、全体でも 200点を越えない点数である。小破片が多く投棄されたものと考える。レベル

的にも、 30-50cm程度と浮いている。南及ぴ東側からの投棄が多い状況である。特殊遺物として

は、壁際より軽石でつくられた浮き子が出土している。以下、個々の遺物について紹介する。

1は、1.2m範囲内に散って出土した高杯の坪部である。床から20-35cm程度浮いている。杯部が

％程度遺存している。半転実測での数値は口径19.8cm、遺存高6.8cmである。胎土は、砂粒、長石、雲

母を混入する。整形は、内外面ともなでをていねいにおこなっている。また外面に赤彩を施す。

非常に明瞭である。 2は、壺の口縁部である。胎土は、長石、石英を多量に含んでいる。焼成は

若干クッキー状で悪い。整形は、口縁部横ナデ、体部内外面とも刷毛目調整を行う。日唇部がコ

の字状を呈する。床から31cm浮いた状態で出土している。 3は、報文中では、唯一本跡に伴うと

考えられる甕形土器である。倒れてつぶれた状態で出士している。床直層より出土。日緑部が全

周ないが残存高20.4cm、底径6.2cm、胴部最大径21.3cmを測る。体部内外面ともヘラなで調整を施す。

二次焼成により若干ぼそぽそになっている。体部外面に煤の付着が著しい。また底部内面におい

てこげで焼けた器面が剥離している状態が見られる。
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ームプロック混入。

6. 褐色土 ローム粒主体粘性ありしまっている。

7. 暗褐色土 黒色土粒少量含む全体的にしまっており粘性あり。

8. 暗褐色土 3層に類似黒色土粒の割合が少い。

9. 褐色土 ローム粒黒色土粒混合層ローム粒の方が多い。粘性ありしま

っている。

10. 褐色士 ローム粒主体黒色土粒少量混入する。 2-3 mm大ロームプロ

ック全体的に含む。

11. 暗褐色土 ローム粒をやや多く含む若干ぽつ1まつする゜

12. 暗褐色土 黒色土粒ローム粒主体2-3 mm大ロームブロ）ク混入しまっ

ている。

13. 褐色土 10層に類似若干ローム粒の割合多い。しまっている。
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(2) 4号住の調査概要（第 1・13,..._,15図 図版3• 7) 

本跡は、 A2-8グリッドを中心に位置する。 5号住を切って構築している。規模は、4.2X 3.5 

mの南北にやや長い方形を呈する。主軸方位はN-52°-Eである。遺構の遺存状態は、壁立ち上

がりの最上部でややカクランを受けているもののほぼ良好である。覆土は、黒褐色土を基調とす

る自然埋没である。床面までの深さは、 56cm程度で、ハードローム面を床としている。床は全体

的にしまっておりよく硬化している。壁の立ち上がりは、西壁でややなだらかになるほかは、ほ

ぼ直立ぎみになっている。柱穴は、主柱穴4口、副柱穴 1日、壁柱穴 1日である。主柱穴の深さ

は、 60-84cmを測る。大きさは、 45-55cmである。副柱穴は、 45cmで深さ24cmを測る。各柱穴と

も立ちぐされの状況は見られなかった。壁溝は、カマド構築以前に着手しておりカマド袖部の下

まで周回していた。断面はコの字状で床面側での立ちあがりがやや緩やかである。輻は、 16-18

cmで深さは、 6-8 cm程度を測る。カマドは、東壁中央に位罹し、淡褐色砂質土混暗褐色土粒を

主体的に構築材として使用している。また土台となる部分及び壁面に密着して淡褐色粘土が2-3

cm使用されていた。火床部は、明瞭な範囲としては確認できなかった。煙道部は、壁面で 120cm 

壁面から奥に56cm程度山形に掘り込まれていた。また構築の際、柚部の末端部分を安定させるた

めに三角形状に鞍部をつくっていた。壁溝は、左袖下まで、右袖手前までつくられていた。

遺物は、全体で500点程度の点数である。小破片が多く投棄されたものと考える。レベルは、ほ

とんどが20-50cm程度浮いた状態で出土している。カマド内より滑石製剣形品が出土している。

個々の遺物は、 1は須恵器坪で床から24cm浮いて倒立して出土した。日緑部が％程度欠損してい

る。数値は、日径14.8cm、器扁3.8cm、底径7.8cmである。胎土は、長石、砂粒を含み淡灰褐色を呈す

る。整形は、 1本部外面下端において回転ヘラ削り調整、底部は糸切り後回転ヘラ削りをしている。

2は、土師器杯で床から 2cm浮いて正立して出土した。約½強遺存する。数値は、口径13.0cm、

器高3.5cmである。胎土は、雲母、石英、砂粒を混入する。淡橙褐色を星する。整形は、口緑部横

なで、体部内面はなで、外面は横位ヘラ削り調整を施す。器形の特徴は、底部は丸底状を呈しf本

部中央で弱い稜をつくる。日唇部は、やや直立ぎみに立ちあがっている， 3は、土師器甕の日縁

部で床から42cm浮いて出土している。ロクロ使用で、胎土は、長石主体に石英雲母を混人してい

る。色調は内外面淡茶褐色を呈する。整形は内外面なで調整を施す。日唇部は、複合日緑となっ

ているが、内側での稜は非常に弱い。 4は、土師器甕の日緑部で床から57cm浮いて出土している。

ロクロ使用で胎土には雲母が多く混入される。色調は、暗茶褐色を星し内外面なで調整を施す。

日唇部は、つまみだしで直立する。
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Li炎褐色土 暗褐色土白色砂質土混合層ローム粒少量含む。
2. 淡褐色土 白色砂質土暗褐色土少量含む。

2'淡褐色士 白色砂質土を主とし暗掲色土極少量。

3. 暗褐色土 白色砂質土黒色土粒少量含む。

4談褐色土 黒色上粒ローム粒混合層少量の白質砂質土を含む。

5. 暗褐色土 焼土粒黒色土粒混合層さらさらする。

6. 暗赤褐色土 焼土粒黒色土粒混合層さらさらする焼土粒の割合多し。

6'. 暗赤褐色土 焼土プロソクを主体とする。

7. 暗赤褐色土 6層に類似ローム粒を含む。

8. 暗褐色土 砂質淡褐色土を全体的に含む。

9. 暗褐色土 ローム粒を主体とし暗褐色土を含む。
10. 暗褐色土 8層に類似黒色士粒の割合多し。

11. 暗褐色土 1層に類似淡褐色砂質土をより多く含む。

12. 暗褐色土 暗褐色土粒と淡褐色砂質土でよくしまっている。

13. 暗赤褐色土 焼土化した砂質土。
14. 褐色土 ロームプロックを含む暗褐色士。

15. 暗赤褐色士 13層に類似若千暗褐色土を含む。
16. 暗褐色土 黒色士粒を主体に焼土プロック焼土を含む。

17. 暗褐色士 淡褐色砂質士焼土粒主体さらさら状。

18. 暗褐色土 焼士粒砂質土若干含む。

19褐色士 ローム粒に少量砂質土混入。
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(3) 5 号住の調査概要（第 1 ・ 16• 17図 図版3・7)

本跡は、 A3-5グリッドを中心に位置する。 4号住に切られており北壁部分が欠落している。

規模は、遺存している部分で2.8mX2.8mの方形である。主軸方位は、炉がないため明確ではない

が、 N-40゚ ーに偏っている。遺構の遺存状態は概ね良好である。覆土は暗褐色土を主体として

いる。床面までの深さは、 18cm程度で、ソフトローム面を床面としている。床は、部分的に硬化

部分が遺存するが、大半が軟弱である。壁は良好に遺存しており緩やかに立ちあがる。柱穴は、

確認されなかった。ピットは 2日確認されている。南壁コーナーのピットは、 68cmX55cmの楕円

形プランで、深さは、 26cm、覆土は下から褐色土（黒色土粒少量含む。）、暗褐色土（黒色土粒ロ

ーム粒混合層、若干焼土粒含む。）、黒褐色土（ローム粒、黒色土粒混合層）となっている。もう

1日のピットは、一部 4号住に切られているが、 52cm程度の円形？プラン、浅い皿状の掘り込み

で深さは16cmを測る。覆土は、黒褐色土で炭化物を含んでいる。炉は確認されなかった。壁溝も

確認されなかった。その他か、焼土が8-10cm程度、本跡中央部分からピット側の西壁付近に確

認された。床面から 4-6 cm浮いている状態である。

遺物は、全体でも30点程度と少ない。ただそのほとんどが、床直に近い状態で出土している。

完形遺物は、ピット際に横になった甕 (16cm程度） 1、中央部に高杯 1、南壁際に甕 2、壺 1が

倒立した状態での出土、ピット内に小型壺 l、中央部に正立した状態で塊 lが出土している。こ

の内 4点について実測した。 1は、土師器婉で完形である。数値は、日径17.0cm、器高 8.0cm、

底径5.0cmである。胎土は、長石、雲母、砂粒を混入する。色調は、淡赤褐色を星する。日緑横

なで、体部外面は横位、縦位ヘラ削り、内面は、弱いヘラ削り調整を施す。内外面赤彩される。

2は、壺で完形である。数値は、口径12.2cm、器高15.5cm、底径3.0cm、胴部最大径14.0cmを測る。

色調は、淡赤褐色で内面はこげて泉iJ離している。日縁部は、縦位、横位のヘラ磨きを施す。体

部外面は、斜位のヘラ削りを施す。日縁～体部外面に赤彩を施す。出土状態は 3コの倒立した内

の1つである。 3は、高坪で、あとから脚部が接合することがわかった。半転した数値は、日径

17.0cm、遺存高6.2cmを測る。胎土は、雲母、長石混入、色調は淡赤褐色を星する。整形は、外面

は、横位ヘラ削り、縦位ヘラ磨き、内面は、粗いヘラなでを施す。内外面赤彩される。 4は、甕

で、倒立して出土した 3点の 1つである。完形で、日径14.2cm、器高17.0cm、底径 3cmを測る。

安定が悪い。色調は外面橙褐色、内面は、意図して行なったものか漆黒色を呈する。整形は、日

縁部横なで、体部外面は、横位ヘラ削りを施す。内面はヘラなでされる。
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(4) 6 号住の調査概要（第 1 ・ 18• 19図 図版4・7)

本跡は、 A3-9、10、13、14グリッドに位置する。一部床面を10号住に切られている。規模

は、 5.8m X 6.0 mのほぽ方形を呈する。主軸方位は、炉がないため明確ではないが、 N-24°― 

Eである。遺構の遺存状態は、10号住に一部切られるがほぼ良好である。覆土は、下層において褐

色土を主体とし、上層は暗褐色土を主体とする自然埋没である。床面までの深さは、 30cm程度で

ソフトローム面を床面としている。床は、全体的に軟弱で部分的に硬化面が遺存する。壁は、良

好に遺存しており緩やかに立ちあがる。柱穴は、 1日確認された。 48X30cmの楕円で深さは、 20

cmを測る。貯蔵穴と考えられるピットが2口確認された。北西コーナーのピットは、 60X50cmの

楕円で深さは、 48cmを測る。覆土は、下層においで焼土粒を含んだ層で上層は、暗褐色士（ロー

ム粒、黒色土粒混合層）を呈する。底面より小型壺が出上している。南東コーナーのピットは、

80X70cmの隅丸長方形を呈し深さは、 35cmを測る。覆士は、中層においで焼土を主体的に含んで

おり、上層は黒褐色土を主体としている。炉及ぴ壁溝は確認されなかった。その他か北西コーナ

ーから西壁部分に2.4mXl.2mの範囲でテラス状の遺構が確認された。地山を削って構築されて

いた。また焼土が東壁中央より部分的に出土した。

遺物は、総数200点程度である。 1は、高杯杯部でテラス状の遺構に正立状態で出土した。数値

は、口径19.9cm、遺存高7.0cmを測る。胎士は、長石、雲母、砂粒混人で焼成は良好である。色調

は、内外面とも茶褐色で焼成時の黒班が見られる。整形は、内外面において木日状工具によるな

で調整後外面は、粗い縦位のヘラ磨き調整、内面は、粗い放射状のヘラ磨き調整を施す。突起状

部分は、脚部と杯部のジョイント部分である。 2は、平底の用で西壁際より横状態で出土した。

完形で日径8.7cm、器高9.0cm底径4.9cm、胴部径10.0cmを測る。胎土は、長石、雲母、砂粒を混入す

る。色調は、内外面とも淡褐色を呈する。整形は、外面中位から下部において横位ヘラ削り調

整、内面は、口縁～頸部にかけて木日状工具ないしささら状工具によるなで調整を行っている。

口唇部はコの字状を呈する。 3は、鉢ないし甑と考えられる遺物で40cmの広がりに散って出士し

た。床から5-9cm浮いている。半転ではあるが、日径20.0cm、器高12.2cm、底径5.3を測る。

胎土は、長石、石英を混人している。焼成は良好である。色調は、漆黒色で内面は、淡茶褐色を

呈する。整形は、日唇部は複合日縁で貼付した粘上紐を指頭により押圧している。内外面ともな

で整形を行っている。内面において輪積み痕が明瞭にのこっている。

- 14 -
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(5) 7号住の調査概要（第 1・20・21図 図版 4• 7) 

本跡は、 B3-1、 2、 5、 6グリッドに位罹する。規模は、 4.3X3.7mの隅丸長方形プラ

ンを呈す。主軸方位は、 N-50°-Wである。遺構の遺存状態は良好である。覆土は、黒褐色土（ロ

ーム粒を含む。）を主体とする自然埋没である。床面までの深さは、 70cm程度でハードロームを若

干掘り下げた高さである。地床である。床は全体的によく踏みこまれていて硬化している。壁の

立ちあがりはほぼ直立ぎみになっている。柱穴は、主柱穴が4日、副柱穴が6日確認された。主

柱穴は、 30-45cmの円形で深さは70-SOcm程度である。副穴は、壁際に 4日、他に 2日で深さは、

6 -31cm程度の深さをもっている。主柱穴の内、炉側の 2日については、立ちぐされの状態が看

取できた。柱痕からの測定では19cmと21cmで片側の壁に寄って柱を立て掘り方内に、ロームとロ

ームブロックを充壌して柱を立てたと考えられる状況である。貯蔵穴と考えられるピットが、東

壁北寄りに確認された。 50X 40cmの楕円で壁を切りこんでつくられている。深さは10cm程度であ

る。覆土は、暗褐色土に焼土粒が若干混入されている。炉は、北側の 2日を結ぶ線上中央にその

中心部分が位憐する。覆土は、黒褐色（焼土粒、焼土ブロック含む。）土で皿状にほりくほ‘められ

ていた。底面は、北側部分でハードロームが強く焼けていた。

遺物は、全体では600点を越える点数であるが、そのほとんどが投棄されたものである。床面か

ら40-60cm程度のレベルで出土したものが多い。特殊な遺物としては、滑石製剣形品 4 (完形 l

未成品 2、破損 1)、有孔円板 2 (2孔のもので完形 2)、こぶし 2つ大の軽石 l、小片の軽石 5

などが出土している。これらの遺物についても滑石製品については、最上層での出土、こぶし大

の軽石についても中層からの出土で、混入遺物である。以下の遺物についても混入遺物である。

1は、高杯で、床面から30-50cm、 2 m程度散って出土している。数値は、半転実測であるが、

日径17.8cm、遺存高11.4cmを測る。胎土は、雲母、長石を混入しち密である。色調は、外面は茶

褐色で、内面は、赤彩されており淡赤褐色を呈する。焼成は良好である。整形は、内面は、口緑

部横なで、体部は、斜方向のヘラ磨き調整を施す。外面は、杯部斜方向のヘラ磨き、脚部縦位の

ヘラ磨きを施す。 2及び3は、接合していないが、同一個体である。床面から41-56cm浮いた状

態で出土している。 2は日径17.0cm、胴部径25.0cmを測る。胎土は長石を主に雲母、砂粒が混入

されている。色調は、外面橙褐色、内面茶褐色を星する。整形は、内外面ともなで調整を施す。

なでは乾燥が進んだ段階に行ったもので石状のもので荒くなでている。ヘラ磨き状である。 3の

数値は、底径5.0cm、胴部径26.4cmを測る。
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1黒褐色七 ローム粒全体的に含み枯性あり。

2黒褐色土 黒色粒主体丑干ローム粒を含む。

3黒褐色土 2層に比べよリ黒色上粒を含む。 2- 3 mm大ロ
ーム粒拾十混入粘性ありしまっている。

4思褐色七 2 -3"大ローム粒斑点状に含む粘性ありよ（し

しまっている。

5暗褐色土 ローム粒黒色＿十粒混合層 2-3血大ロームも虚

6褐色土 ：ニム杜全体的に含み枯性あり。 負匂20~
9褐色ナ ローム粒主体暗褐色土粒少量含む。

19黒褐色土 1 -'"大ロームプロ；ク混入黒色土粒斑点状

に含む。

20 暗褐色十~ ローム粒主体に黒色上粒若干含む 2-3"大ロ

ームプロノク混入粘件ありよくしまっている，

zu訂褐色上 ローム粒黒色土粒斑、屯状に含む粘性ありしまっ
ている。

22ネ品色土 ローム粒主体に暗褐色土粒少量含む。

23暗掲色七 ローム主体に星色七粒居十含む 2-3"人ロ一

ムプロノクを含み粘性ありしまっている。

ー

•
F c,・ ／ 

A・一＿カクラン

6 

7号住平面図(S=漏）

• ---,-ーマ
l 

＃

一
)

-―-
~
ー

ー

/

1

 

1
/
／ロー

ー

第21図

2
 

—- -----
＼ -- , , __ 

7号住遺物実測図(S=烙）

3
 

0 5cm 
1---―← ----d 

17 



(6) 8号住の調査概要（第 1• 22• 23図 図版5• 7) 

本跡は、 A2 -15、B2-3グリッドに位罹する。規模は、 3.5mの方形プランを呈する。遺

構の遺存状態は良好である。覆土は、黒褐色土を主体とする自然埋没である。主軸方位は、 N-

62°-wである。床面までの深さは、 18cm程度でソフトローム層中を床面としている。床の硬化面

は、部分的に遺存するが、概して軟弱な部分が多い。壁の立ちあがりはほぼ直立ぎみに立ちあが

っている。柱穴は確認されなかった。貯蔵穴と考えられるピットが北西コーナー及び南東コーナ

ーで確認されている。前者は、 82X 70cmの略長方形プランを呈し、覆土は、焼土粒、炭化粒を合

む暗褐色土を上層に中層に焼土、下層にローム粒主体の褐色土となっている。深さは、 25cmを測

る。底面より遺物No.2、 3とコブシ大の石 l、小型壺 1が出土している。後者のピットは、 60X

52cmの楕円プランで深さは、 39cmを測る。覆土は、中層においで焼t、上、下層に暗褐色土とな

っている。遺物は下層より 4が出土している。またこのピットに隣接して土堤が遺存していた。

ロームの削り出しで、 5 -6 cmの高まりをもつ。炉は、西壁から 1m、北西壁から80cm入った地

点に30X60cmの規模で位置している。覆土は、赤褐色上（ローム粒全体的に含む。）でほとんど掘

り込みをもたない。底面もそれほど焼けた状態ではなかった。

遺物は、100点程度である。出土位駕は壁周辺に多く北西コーナ一部分での出土がその中でも多

い。特殊遺物としては、滑石製剣形品が床直で 1点出土している。その他かピット内からの出土

が見られる。 1は、高杯脚部で壁際より倒れて出土した。数値は、裾部径13.7cm、残存高10.5cm

を測る。胎七は、雲母主体に砂粒、長石を少量含む。色調は、淡褐色で整形は、裾部外面に粗い

なで、脚部は、縦位の細いヘラ削りを施す。内面はなで調整をする。 2は、日唇部と底部を欠損

する甕である。数値は、頸部径12.0cm、胴部径14.1cm、遺存高13.5cmを測る。胎土には、長石が

より多く含まれている。淡褐色を星する。整形は、外面日緑部は粗い櫛状工具による斜方向の施

文、内面は、同工具による横方向のなでを施す。 3は、川である。数値は、日径9.0cm、監高は

8.3cmを測る。胎士は、長石、雲母、砂粒を混入する。色調は、淡茶褐色を呈する。整形は、日緑

部横なで、体部外面中位～ート＾部横位ヘラ削り、内面ヘラなでを施す。日緑～体部］遺存。 4は、

壺で約と遺存する。 11径は、 14.4cm、残存高16.9cm、胴部径21.4cmを測る。胎七は、雲母主体に

砂粒を少景含む。色調は、淡荼褐色を旱する。繁形は、日緑部横なで、体部外面は中位よりド位

で横位ヘラ削り、上位はなで、内面はなで調整を行う。
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1黒褐色士 ローム粒黒色土粒品合層焼土プロ／ク若下含むさらさ

らする。

2黒褐色土 1層に比へ黒色土粒の割合が多い枯件あり、しまって

いる。

3暗椛色ナ ローム粒、黒色上粒混合層札性ありしまっている拾干

焼上粒を含む。

4賠赤褐色土 焼十粒炭化粒含む若干粘性ありしまっている。

5. 暗総色上 ローム粒焦色土粒混合層粘性ありしまっている。

6. 褐色土 ローム粒ず．体若干ばさぱさする。

7賭褐色土 ローム粒黒色土粒主体若丁ロームプロ，クを含む粘性

ありしまっている。

8暗赤褐色土 焼土粒を士体とし若干ローム粒を含むしまっている，
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(7) 9 号住の調査概要（第 1• 24• 25図 図版5• 7) 

本跡は、 A3 -16グリッドに位岡している。規模は、 2.6X2.7mの若干東西に長い方形プラ

ンである。主軸方位は、炉がないため明確ではないが、 N-46°-Eをさす。遺構の遺存状態は、

3カ所において掘立柱掘り方に切られている。覆土は、暗褐色土を主体とした自然埋没である。

床面までの深さは、 30cm程度でソフトローム層中を床面としている。床の硬化範囲は、北側の半

分において見られるが、明確に堅いという硬化範囲ではない。壁の立ちあがりは、緩やかに立ち

あがっている。柱穴は、 2日確認している。覆土は、黒褐色土（ローム粒、黒色土粒混合層）主

体で、 30cm程度で深さは、 14cmと19cmである。また貯蔵用ピットが、西壁南側コーナーより確認

された。一部カクランを受けるが、 50cm程度の方形プランを呈する。深さは、 30cmである。覆土

は、暗褐色土を主体とする自然埋没の状況である。

遺物は、全体で60点程度出土している。南壁及び東壁際に多く出土した。 1は、婉で30cm内外

に散った状態で出土した。レベルは床匝-llcmの範囲である。約合遺存する。日径は、 16.0cm、

器高 6.0cm、底径 6.0cmを測る。胎土は、長石、雲母、砂粒を含む。色調は内外面とも淡茶褐色

を呈する。整形は、口縁部横なで、体部内外面ていねいななで調整、体部外面下端において横方

向のヘラ削り調整を施す。また内面において火熱を受けて若干剥離した状況が見られる。 2は、

t廿で床面に倒立した状態で出土した。完形。数値は、日径10.0cm、器晶9.6cm、底径3.0cmを測る。

胎土は、長石、雲母、砂粒を混入する。色調は、内外面とも赤褐色を旱する。 1本部ド位から内面

の頸部まで赤彩されている。整形は、日緑部横なで、体部中位において横位ヘラ削り調整を施す。

内面頸部においてヘラ削り調整を施す。 3は、高杯で壁際に杯部と脚部に分かれて出土した。床

から 5cm浮いている。 数値は日径19.4cm、 品高14.5cm、 脚部径13.4cmを測る。 胎土は、 長石

石英、雲母、砂粒混入、色調は内外面茶褐色を呈す。 j:不部内外面及び脚部外面において赤彩され

ている。焼成は良好である。整形は、杯部内外面なで調整、脚部内外面刷毛H調整後なでを施し

ている。杯部内面において部分的に火熱を受けて剥離している部分がある。
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］暗褐色土 ローム粒黒色土粒混合層粘性ありしまっている。
2.a沿褐色土 ローム粒患色ナ粒混合層 1層に比べ黒色七粒の割合多い。
3暗褐色土 ローム粒思色土粒混合層ローム粒斑点状に含む若十ぱさぱさしている。
4褐色上 ローム粒主体に黒色．＋粒全体的に混在している、粘性ありしまっている C
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(8) 10号住の調査概要（第 1·26~28図 図版6• 7) 

本跡は、 A3 -10、14グリッドを中心に位置する。規模は、 2.1X2.lmの方形プランを呈す。

主軸方位は、 N_:___20°-Wをさす。遺構の遺存状態は、概ね良好である。覆土は、暗褐色土を主体

とした自然埋没である。床面までの深さは、 22-24cmを測る。床面は、ハードロームを若干掘り

さげて床面としている。床は小さな凹凸が多く壁溝際では軟弱な部分も見られる。壁の立ちあが

りも部分的に木根等によるカクランを受けている。緩やかに立ちあがっている。壁溝は、北壁東

コーナーで立ちあがる他かは、周回する。輻は、 16-24cmでU字状の断面をもつ。深さは、 8

-10cm程度である。柱穴は、壁際に 2口確認している。暗褐色土を主体とした覆土で深さは、 40

-43cm程度である。その他ピットを西壁南コーナーで確認している。覆土は、陪褐色土＋ローム

ブロックを主体とする層で深さは30cm程度を測る。カマドは、北壁中央に構築されている。袖部

の構築土は、淡褐色砂質土を主としている。煙道部末端は、別のピットによりこわされている。

煙道部は、壁を20cm以上削ってつくられている。明確な火床部は、確認できなかった。

遺物は、全体で150点程度出土しているが、東壁及び北壁と中央部分での出上が多い。総体的に

は混入遺物か多い状況である。 1は、坪で床から 2cm程度浮いた状態で出土した。約合強遺存す

る。口径は、 11.0cm、器刷は3.5cm、底径は8.1cmを測る。ロクロを使用している。胎土は、石英、

長石、砂粒を少屈合む。色調は淡橙褐色を呈する。焼成は良好である。整形は、 r1緑部横なで体

部ド端回転ヘラ削り調整、底部の切り離しは阿転糸切りでヘラ削り調整を行っている。 2は、坪

で床から 7cm浮いた状態で出土した。約古強遺什する。日径13.4cm、器扁3.5cm、底径8.7cmを測る。

胎土は、雲母、長石、砂粒を混入する。色調は、内外面黒褐色である。煤が付着しているが、ニ

次焼成時のものではない。整形は、体部外面中位～下端にかけて横位ヘラ削り調整を施す。内面

はなで調整を施す。日唇部はやや内湾ぎみに立ちあがる。横なでしている。また底部及び日緑部

において二次焼成による泉I]離が兄られる。 3は、甕で床面から30-35cm浮いて出土した。約奇遺

存する。日径20.0cm、遺存高8.2cm、胴部径21.1cmを測る。胎七は、長石、害母、砂粒を混入する。

色調は、淡茶褐色を早する。焼成は、良好である。整形は、日縁部横なで、体部外面弱いヘラ削

り調整、内面は、なで調整を行う。体部と日緑部を区切って弱い稜が見られる。
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l暗赤掲色土 暗掲色土粒焼十粒焼土プロノク混入。

2暗赤掲色土 賭褐色士粒焼土粒I昆入。

3暗低色土 黒色土をキ体としロームプロ 9 クを含み焼上粒少量を含む。

4暗掲色土 淡掲色砂質土焼ナ粒少糾を含みきらさらする。

5暗褐色上 黒色上、ローム粒混人焼上粒少星を含み淡祝色砂質土を主体とする。

6暗掲色土 ローム粒黒色土粒混合層ロ..ムプロ，クを部分的に含む。

7褐色上 ローム粒をt体にロームプロノクを含む。
8賠総色土 黒色土粒キ体にローム粒を含み淡掲色砂質土少量を含むさらに 2"大のロー

ムプロノクを含む。

9暗褐色十 8層

10.J品色土ロー

11. 暗褐色ナ 胆色士知ローム粒混合暦粘件ありしまっている。

12. 淡褐色土

13.l炎褐色上

10号住カマド平面(S=泊）第28図
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(9) 1号掘立柱遣構の調査概要（第1・29図 図版6)

本跡は、 A 3 -16グリッドを中心に位置する。 2間X 1間以上の規模を有する。調査区外に遺

構がのびているため明確ではない。主軸方位は、南北棟と仮定すればN-70°-Eとなる。柱間寸

法は、南北で2.0m、東西で2.7mを測る。柱掘り方の規模は、 0.7m-1.lmで深さは70-SOcmを測

る。プランは、ほぼ円形を呈する。掘り方セクションでは、立ちぐされの状況が見られる。版築

土には、暗褐色土粒とロームを併用して使用しておりしまった互層をなしている。

遺物は、小片のため図示し得ないが、須恵器甕体部片、常陸型甕の日縁部片などが出土してい

る。
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I. 暗褐色士 黒色土粒、ローム粒混合層、若千さらさらする。
2. 褐色土 ローム粒主体、暗褐色土粒少量含む。しまっている。

3. 黒褐色土 黒色土粒主体にローム粒若干含む。粒子細かい。
4. 暗褐色土 ローム粒、黒色土粒混合層。部分的にロームプロックを混入する。

5. 暗褐色土 4に類似する。ローム粒の割合が若千多い。

6. 褐色士 ロームプロック、黒色士粒、暗褐色土粒混合層、粘性あり、しまっ

ている。

7. 褐色土 6に類似する。黒色土粒の割合が若干少ない。
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第29図 1号掘立柱遺構平面図(S=漏）
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(10) 2号掘立柱遺構の調査概要（第 1・30図 図版6)

本跡は、 A 3 -15、16グリッド、 B3-3グリッドに位置する。桁行 2間、梁間 2間の南北棟

の建物である。掘り方ーロが未検出であるが、 おそらく上記の規模として良いと思う。主軸方位

は、 N-14°-Wをさしている。柱間寸法は、桁行で2.1m、梁間1.95mを測る。柱掘り方の規模

は、 80-100 cmのほぼ円形で深さは、 70-82cmを測る。掘り方セクションにおいては、版築土の

状況は下層に暗褐色土を充填して上層に褐色土を積みあげる場合とその逆の場合が見られる。

遺物は、図示し得ないが、底部に「 X」のカマ印をもつ須恵器杯底部片、須恵器蓋の小片など

が見られる。
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第30図 2号掘立柱遺構平面図(S=¼) 
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(11) 3 号掘立柱遺構の調査概要（第 1• 31図 図版6)

本跡は、 B3-2、 3グリッドに位閥する。規模は調査外に及ぶため明確ではないが、 2間以

上 X 2間以上の規模を有する。主軸方位は南北棟とした場合N-68°-Eをさす。柱間寸法は、南

北方向で2.2m、東西方向で 2mを測る。柱掘り方の規模は、90-lOOcmの円形ないしは、楕円形

プランを呈す。深さは、 50-60cmを測る。

遺物は、図示し得ないが、 土師監甕体部片などが見られる。
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第31図 3号掘立柱遺構平面図(S=属）
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(12) まとめ

今回行なった本調査において検出した遺構は、竪穴式住居跡 8軒、掘立柱遺構3棟である。竪穴

式住居跡は、弥生後期～古墳時代前期のもの 2軒、古墳時代中期のもの 4軒、平安時代のもの 2

軒である。以下時代別に記すこととしたい。 3号住及び 7号住は、弥生～古墳時代にかけての時

期と考えている。両者とも混入遺物のみで該期にかかる遺物はわずかに 3号住の 3のみが該当す

るようである。ただ昨年度調査した 2号住との柱穴や掘り方など遺構要索を比較してみた場合、

似ている状況がでて くる。主軸方位、炉の位置、貯蔵穴の形状、深さ、壁、床面の状態などであ

る。 2号住については、遺物は印手系の甕や赤彩された壺、無文の甕等が出土している。こうし

た状況を踏まえて当該期の所産と考えている。古墳時代中期の遺構は、 5、6、8、 9号住の 4

軒と考えている。規模は、2.7-2.Smのもの 2軒、3.5mのもの 1軒、 6mのもの 1軒となる。この

内炉のあるものは 8号住の 1軒のみでこれについてもそう使いこんでいる状況ではない。柱穴に

ついても主柱穴と考えられるものは、床面をさらに掘って精査しても確認されなかった。貯蔵用

ピットはどの住居跡とも 1ないし 2カ所つくられている。 6、8号住では対角線上のコーナーに

つくられている。規模はいづれも60-SOcm程度の楕円プランで完形ないし半完形の遺物が下層よ

り出土している。その他か 5、6、8号住では、部分的に焼土の痕跡が見られる。床直ないしそ

れに近い状況での出土である。また貯蔵穴下層において焼土の堆積が見られる。火災といった性

格よりも局部的な火の使用といった状況といえる。平安時代の遺構は、 4、10号住である。昨年

度調査した 1号住も含めて 3軒となる。カマド位覆は、北及び東壁中央につくられている。主柱

穴は、 10号住においては確認されなかった。掘立柱遺構は、主軸方位は、 N-70°-Eの方向でお

おむね軒すじをそろえている。柱の掘り方は、0.7-1.0mの規模でほぱ円形ないし楕円形プランを

呈している。 4、10号住居跡との主軸方位では、 10号住と近似した傾向を示す。

遺物は、特殊遺物では軽石製の浮き子が3号住覆土から出土、滑石製剣形品、有孔円板が7号

住覆士及び8号住床面から出土している。浮き子は、古墳時代中期の所産と考えている。 7号住

の覆土から軽石が出土しているが、本跡の投棄遺物がほとんど該期のものだからである。剣形品

及び有孔円板は、未成品及び破損品を含むためその廃棄パターンに意味づけはできないと思われ

る。報文の出土土器については、 3号住の 2、4号住の 2、10号住の 2、8号住の 2についてい

ささか様相を異にしている。
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図版 1 下高野新山遺跡

発掘風景

層序 ピット完掘状況

ピット完掘状況 出土遺物
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図版2 西山遺跡

グリッド設定状況 層序

掘り下げ状況 Jグリッドプラン確認状況

Bグリッドプラン確認状況 グリッド完掘状況
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図版3 菅地ノ台遺跡

一
3号住遺物出土状況 3号住全景

...,-

4号住全景 4、5号住全景

4号住遺物出土状況 5号1主2、4出土状況
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図版4 菅地ノ台遺跡

6号住遺物出土状況 6号住No.2出土状況

6号1主完掘状況 8号住ピット内遺物

7号住遺物出土状況 7号住完掘状況
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図版5 菅地ノ台遺跡

ヽ 一— ~ ~ -
ヽ

8号住遺物出土状況 8号住完撮状況

9号住完掘状況 9号住遺物出土状況

9号住遺物出土状況 9号住No.3出土状況
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図版6 菅地ノ台遺跡
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10号住全景 10号住遺物出土状況

1号掘立柱建物跡 2号掘立柱建物跡

3号描立柱建物跡 遺跡全景
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図版7 菅地ノ台遺跡
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